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2009 年、宮崎県都城市の新福青果で Akisai 農業生産管理 SaaS の実証を始めた。当時は、

食品の安全性に端を発し、日本の農業そのものに対し社会の関心が非常に高い時期であっ

た。富士通はそういった社会的課題に対し ICT を活用して貢献できないかと考え、

実際に農業を体験しながら、どういうシステムであれば役に立つのかを検討・試行してき

た。全国 10 箇所の実証で直面した、農作業そのものの属人性・属圃場性と、現場マネージ

メントの実態等について紹介する。


